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ワーク・ライフ・バランス

県民意識調査

結果報告書

平成２２年３月

神奈川県商工労働部
雇用労政課
は　じ　め　に

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは、働き方を見直して多様な選択が可能な社会を作り、働く人一人ひとりが意欲を持って働きながら豊かさを実感して暮らせるようになることを意味しています。

　したがって、ワーク・ライフ・バランスは企業で働く労働者の方たちばかりではなく、県民の皆様全てが豊かに生活するための手段とも言えます。

これを実現するためには、皆様の働く場、家庭、そして地域が一体となって取り組むことが必要となって参ります。

　そこで、本県では、今後の取組の基礎資料とするため、様々な属性を持つ方が現在、どのような活動を生活の中心におき、そして、今後はどのような活動を生活の中心におきたいか、などを県内主要駅周辺を通行している一万人の皆様に聞き取ることで、県民の皆様のワーク・ライフ・バランスに対する指向を調査し、これを報告書としてとりまとめました。

この報告書がワーク・ライフ・バランスに関心を持たれる多くの方々の参考となれば幸いです。

　最後になりましたが、調査の実施にあたり、お忙しい中、ご協力をいただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

平成２２年３月

神奈川県商工労働部雇用労政課長
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１．調査の概要
　（１）調査目的

　　　　本県のワーク・ライフ・バランスの認知度及び認識を調査し、調査結果を今後の本県におけるワーク・ライフ・バランスの普及啓発や事業所での取組の基礎資料を得ることを目的とする。

　（２）調査時期

　　　　平成２１年１１月から１２月

　（３）調査内容

　　　ア　調査方法

　　　　　　　通勤者の多い県内鉄道の駅周辺（駅バスターミナル等）で仕事を持っていると見受けられる方を対象に聞き取りでアンケート調査を実施した。調査属性の平準化を図るため、性別はどちらかの割合が６０％を超えないように配慮した。また、年代は一つの年代が１０％以下にならないように配慮した。

　　　

イ　調査箇所数

　　　　　延べ４０箇所（平日、休日各２０箇所）
　　　

ウ　調査実施駅

　　　　　概ね年間乗降客数が５００万人を超える駅で、県内地域(横浜、川崎、横須賀三浦、県央、湘南、足柄上、西湘)バランスに配慮することとした。ただし、年間５，０００万人を超えるような駅周辺においては、他の駅よりも調査回数を多く取ることとした。

　　　　（調査実施駅）

　　　　　　横浜地域：横浜駅、上大岡駅、長津田駅、戸塚駅

　　　　　　川崎地域：川崎（京急川崎）駅、武蔵小杉駅、溝の口（武蔵溝ノ口）駅、新百合ヶ丘駅

　　　　　　横須賀三浦地域：鎌倉駅、横須賀中央駅

　　　　　　県央地域：海老名駅、相模大野駅、本厚木駅

　　　　　　湘南地域：藤沢駅、湘南台駅、平塚駅

　　　　　　足柄上地域：松田（新松田）駅

　　　　　　西湘地域：小田原駅
エ　調査時間

　　　　　　　１日７時間とし、平日は通勤時間帯、休日は昼間時間帯を含めて調査を実施した。

オ　調査実施駅別サンプル数

[image: image2.emf]平日 休日 合計

1  横浜駅 239 270 509 4.8%

2  上大岡駅 276 281 557 5.3%

3  長津田駅 299 279 578 5.5%

4  戸塚駅 260 269 529 5.0%

5  川崎（京急川崎）駅 251 295 546 5.2%

6  武蔵小杉駅 319 237 556 5.3%

7  溝の口（武蔵溝の口）駅 272 242 514 4.9%

8  新百合ヶ丘駅 286 270 556 5.3%

9  鎌倉駅 271 200 471 4.5%

10  横須賀中央駅 272 275 547 5.2%

11  海老名駅 227 297 524 5.0%

12  相模大野駅 331 301 632 6.0%

13  本厚木駅 257 270 527 5.0%

14  藤沢駅 229 285 514 4.9%

15  湘南台駅 293 219 512 4.9%

16  平塚駅 278 270 548 5.2%

17  松田（新松田）駅 159 151 310 2.9%

18  小田原駅 271 268 539 5.1%

19  横浜駅（２回目） 268 255 523 5.0%

20  川崎（京急川崎）駅（２回目） 312 219 531 5.0%

合計 5,370 5,153 10,523 100.0%

№ 項目 構成比

取得サンプル数


　 

（４）調査委託会社

　　　　　株式会社　アーバントラフィックエンジニアリング

（５）用語の説明

　　　　○　ワーク・ライフ・バランス

仕事と生活の調和、即ち、働き方を見直して多様な選択が可能な社会を作り、働く人一人ひとりが意欲を持って働きながら豊かさを実感して暮らせるようになること。従来の主に女性労働者を対象とした仕事と家庭の両立支援策から、男性労働者も含めた働き方へ発展した概念。働き方を見直すことにより、経営の効率化、時間当たりの生産性向上が図られる。

２．調査結果利用上の注意
構成比率は小数点第２位を四捨五入して算出している。したがって、個々の比率の合計は１００％に一致しない場合がある。

平成21年　ワーク・ライフ・バランス県民意識調査の結果の概要と詳細の全文は

構成上ＰＤＦファイルで掲載しています。

音声読み上げソフトをご利用の方には、個別に対応いたしますので、

雇用労政課※までご連絡ください。

電話０４５－２１０－５７４６、ＦＡＸ０４５－２１０－８８７３。
※平成22年4月1日からは、「雇用労政課」は「労政福祉課」と名称が変更になります。
